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Azo-T・ 皮 膚 反 応 の 検 討

日 本 大 学 医 学 部 公 衆 衛 生 学 教 室

野辺地慶三 ・中村義一 ・橋本一郎

(受付 昭和30年10月1日)

緒 言

ツベル クリソ(以 下 ツと略称す)反 応は結 核の 自然感

染 の事実 を発見 し,ま たBCG接 種後の免疫獲得 の有無

を知 る唯一 の特異反 応であ る。 そ して特 に本反応に よ り

自然 陽性 とBCG陽 性 とを鑑別す ることは結核予 防上最

も重要 な課題 であ る。 この両者の鑑別には 自然陽性者 と

BCG陽 性者 とは ツ反応 に対す る態度 が異 な るので,

Aroｎsoｎ1),柳 沢等2)はP.P.D.を 用い,千 葉3),大 林4)

隈部等5)は 旧ツに よ り,高 崎6)等は旧 ツと精製 ツ(K.P.

Ｔ・)を併用 し,ツ 反 応 の強 さおよびその時間的推移 によ

り,ま た岡7)等 は旧 ツの皮厚測定法によつ て両者 の鑑別

を試み,富 士8),室 橋9),Quaiser10),大 林11)等 はＢC

Gツ の特異性を利 用 して,BCGツ と旧 ツの併用 によ り

鑑 別を試 みている。 しか しなが ら柳沢12),島 村13)等 は

両者 の的確 な鑑別 は困難 であると報告 してい る。

また伊藤14),岡 本15)等 が独創的 な精製 ツであ るo-

Aminopheno1-Azo-Tuberkulin``Human,,お よ び同Ｂ

CG(以 下A-T."H"お よび同``B"と 略称 す)を創製

して以来,柿 下16),蔵17),秋 山18),由 利19),一 林20),

島崎21),西 東22),柳 沢23),坂 本24),深 川25)等 は 旧ツと

A-T."H"を 併用 し,穂 下26),本 多27)等は旧ツとA-T.

"H"お よび 同"B"の 三者併用に よ り,ま た奥原28),

中川29)等はA-T,"H"お よび同"B"の 交叉試験 によ

りそれぞれ ＢCG陽 転 と自然陽転 との鑑別 を行 い,あ る

程度 の鑑別が可能であ ることを報告 している。 しか しな

が らこれ ら諸家 の成績は区々であつて是非 を把握 出来な

い状態 にある。 これはあ るいは最初鈴木30),小 池31)等に

よつ て指摘せ られ,近 時野辺地,前 田32,33)等によつて高

調 され ている,ツ 反応 の常用部位におけ る同法の反覆実

施 による,反 応性の変調 の影響が諸家 の成績 に差異 を生

ぜ しめた一因ではないか と考え られる。 よつて筆者等 は

某中高校 生を対 象 として本問題を検 討 し,次 の如 き所 見

を得 たので これを報告す る。

研 究 方 法

本 研究は某市 の中高校生集団760名 の ツ反応検査 の機

会を利 用 して これ を行つた。

A-T."H"お よび同"B"は 金沢大学 結核 研究所 の

製 品を用 いた。

上記生徒集団中既 陽性者196名(こ れをA群 とす る)に

対 し,ツ 反応非常用部位であ る右 前脾 中央 にA-T."H"9

を,そ の6～8cm下 部にA-T."B"を 注射 した。 ま

た陰性者お よび疑陽性者564名 に対 しては左上搏外側部

にBCG(0.04mg)を 接種 し,3カ 月後 これをB,C

Dの3群 に分ち,B群 には常 用部位 である左前膝 中央 に

A-T."B"を,そ の下部の非常用部位 にA-T,"H"を,

注射 し,C群 にはB群 の逆 に,ま たD群 にはA群 と同様

に非常用部位である右 前膊 中央 およびそ の下部 にそれぞ

れA-T."H"お よび同"B"を 注射 した。以上4群 に

ついて注射後24時 間,48時 間 および72時 間 の3回 に亘

り,厚 生省 の判定基準34)に 則つて ツ反応 の成績を判定

し,同 時に筆 者35)等 が先 に発表 した判定方法 によ り皮

厚増加 度を測定 した。

研 究 成 績

1)既 陽性者 の非常用部位 における両A-T． による陽性

率

非常用部位 である右前膊 中央 およびそ の下部 にA-T

"H"お よび同"B"を 注射 した既 陽性者,す なわ ちA群 の

両液に よる発赤の時間的推移を見 るに第1表 の如 くであ

つた｡す なわち両液共 に ツ反 応の正常の経過を辿 り,その

48時 間後の陽性率はA-T.``H"で は90.3%A-T.‘ ‘B"で

は100.0%で あつ た｡す なわちA-T.‘‘B"陽性者 の9.7%

はA-T.``H"が 陰性であつて,BCG陽 転の如き成績 を

示 した。 また本 群の皮厚増加 度の観察では第2表 の如 く

両液 の陽性率の差は17.9%で あつた｡こ のよ うにA-T.
"B"陽 性率がA-T .‘‘H"の 場合 よ り約10～20%高 率で

あ るのは,A-T.‘ ‘B'の 力価がA-T.‘ ‘H"よ りや,高 過

ぎたため に起つた誤差ではな いか と考え られ る。

2)BCG接 種3カ 月後 に常用部位 を も用いて ツ反応

を行 つたBお よびC群 の両A-T.に よる陽性率

B群 はBCG接 種3カ 月後常用部位であ る左 前膊 中央

にA-T."B"を,そ の下部 の非常用部位 にA-T.‘ ‘H"
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第1表 発赤測定法 に よるA-T‘H” お よび

岡 ‘‘B” の反 応 成 績

A群(既 陽性者)

第3表 発 赤 測 定 法 に ょ るA-T.‘ ‘H"お よび

同 ‘‘B"の 反応成績(BCＧ 接種3カ

月後)

()内 数 字 はA-T.‘ ‘B,,㈲ でA-T.‘ ‘H"(←)の 者

第2表 皮 厚 増 加 度 に よ るA-T.‘ ‘H"お よび

同 ‘‘B,,の 反 応 成 績

A群(既 陽性者)

()内 数 字 はA-T.‘ ‘B,,(+)でA-T‘H,,(-)の 者

第4表 皮 厚 増 加度 に よ るA-T.‘ ‘H,,お よび

同 ‘‘B,,の 反 応 成 績(BCG種 接3カ

月後)

B群

()内 数 字 はA-T.``B,,(+)でA-T.``H,,(-)の 者

を注射 した ものであつて,諸 家 が この種 の研究 に普通用

いがちな方法 に したがつたものである。本群 の発赤の成

績 は第3表 の如 く非常用部位におけるA-T.``H,,陽 性

率 の時間 的推移 は正常であ るが,常 用部位 のA-T･‘B,,

賜性率は24時 聞値 が高 く,48時 間値が低下 してい る。

その結果48時 間値 はA-T.``B,,が92.2%A-T.``H,,

は47.6%で あつ て,最 も多 い 諸 家 の報 告 と同様 に

A-T."B"陽 性者 の約12はA－T."H"カ ミ陰性でBCG

陽転 と鑑 別出来 る成績を示 した。 また本群 の皮厚 増加 度

の成績は第4表 の如 く両液 の48時 聞後 の陽 性率の差 は

同様 にA－T"B,,陽 性者 の約12で あつた｡

C群 はB群 の逆 に,す なわ ち常用部位であ る左 前膊 中

央にA-T.6‘H,,を,そ の下部 の非 常用部位 にA-T.‘ ‘B,,

を注射 した ものである。本群 の成績は第5表 の如 く非常

用部位 におけるA-T‘ ‘B,,陽性率 の時間的 推 移は正常

であ るが,常 用部位 のA-T.‘ ‘H,,陽 性 率は24時 間後

に高 く,48時 間後は低下 している。そ の結果 ４8時 間値

はA-T."H,,は37.4%で,A-T.‘ ‘B,,は ９9.0%で あ

()内 数 字 はA-T.‘ ‘B,,(+)でA-T.‘ ‘H,,(-)の 者

つて,A-T.‘ ‘B"陽 性者 中61.6%はA-T.‘ ‘H,,陰性を

示 し,BＣG陽 転 と鑑別出来 るものはA-T.‘ ‘B,,陽性者

の約2３に達す る観 を呈 した｡本 群 の皮厚増加度 の成績は

第6表 の如 く両液 の陽 性率の差は65.8%で あつて,同

様 にA－T”B"陽 性者 の約23で あった｡

以上 の如 くB,C両 群ではA-T.‘ ‘B,,陽性者 中A-T.

"H"陰 性 のものはA －T．"B"陽 性者 の1
2と23と 異 なつ

て,両 液 の注射部位如何に よつてその割合 に著 しい開 ぎ

が見 られた。

3)ＢCG接 種3カ 月後非常用部位 を用 いてツ反応を

行つたD群 の両A-T,液 による陽 性率

D群 は常用部位 におけ るツ反応 の変調 の影響 を避 ける

ため,非常用部位であ る右 前膊中央およびその下部 にA-

T.‘‘H,,お よび同 ‘‘B,,を注 射 したのであ るが,本 群 の

成績 は第7表 の如 く両液による時間 的推移 は共 に正常で

あつて,48時 間後 の 陽性率 はA-T.‘ ‘H"は59.1%,
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第5表 発 去 測 定 に よ るA-T.‘ ‘H,,お よび 周

‘B,,の 反 応 成 績(BCG接 種3ヵ 月

後)

第7表 発 赤 測 定 法 に よ るA-T.H,,お よび

同 ‘‘B,,反 応 成 績(BCG接 種3ヵ 月

後)

C群 D群

()内 実 数 はA-T."B"(+)でA-T."H"(-)の 者

第 ６表 皮厚 増 加度 に よ るA-T.‘ ‘H,,お よび

詞 ‘‘B,,の 反 応 成 績(BCG接 種3カ

月後)

()内 数 字 はA-T.‘ ‘B”(+)でA-T.‘ ‘H,,8の 者

第8表 皮厚 増 加 度 に よ るA-T.`"H,,お よび

同 ‘‘B，，の反 応 成 績(BCG接 種3カ

月後)

C群 D群

()内 数字 はA-T.‘ ‘B”(+)でA-T.‘ ‘H”(-)の者

A-T.‘‘B"は95.0%で あ る。すなわ ちAT."B,,陽 性

者 中A-T.‘ ‘H,,陰陽 のものは35.9%で あつて,A-T.

"B"陽 性者 の約1

3に 過 ぎず,こ れだけがミBCG陽 転 と

鑑別 出来 る成績であつた｡本 群の皮厚増加 度の観察成績

は第8表 の如 く両液 の陽性率の差は35.7%で あつ て,

発 赤の場合 と同様 にA－T."B"陽 性者の約13で ある｡

総 括 な らび に考 案

A-T.‘H,,お よび同 ‘‘B,,によるBCG陽 転 と自然陽

転 との鑑 別方 法は理論上合理的 な方法であ るが,諸 家の

再 試報告 の成績は区々である。 これ はツ反応の反覆注射

部位 の反 応性の変調 が影響 をおよぼ してい るものではな

いか と考え られた。 よつ てこの変調 の影響を知 る目的を

以つて中高校生760名 を対象 と して大要下 の如 き実験を

行 い,著 者 等の想定が妥当であつた ことを実証 し得 た。

１)既 陽性者(A群)の 非常用部位におけ るA-T.‘ ‘B,,

()内 数字 はA-T.‘B,,(+)でA-T.‘ ‘H,,(-)の者

陽性率はA-T.‘ ‘H,,よ り約10～20%高 率 であつた。

これは本実験 に用いたA-T.‘ ‘B,の力価 がA-T‘‘H,,よ

りやや傷 過 ぎた為に起つた誤差ではないか と 考 え ら れ

る。

２)BCG接 種3カ 月 後 常 用 部位 と非常用部位 に両

A-T.液 を互に逆 に注 射 したBお よびC群 では両液 の陽

性率 の差はA-T."B"陽 性者 の約12お よび23と 著 し く異

な る成績 を示 した｡

3)BCG接 種3カ 月後 非常用部位だ けを用いた1)群

では両 液の陽性率 の差 はA－T."B"陽 性者 の約13に 過

ぎなかつた。

以上 の成績を考察す るに両液 の比較試験 にお いてBお

よびC群 の如 く,そ のいずれか一 方を左 前膊中央 の常 用

部位に用いた場合は,筆 者等が想定 した よ うにその成績

は著 しく動揺 した。 よつて この誤差を避 け る為非常用部

位だ けを用いたD群 では,発 赤および皮厚増加度 の観察
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成績 と もに陽性者 中BCG陽 転 と鑑別 された も の は 約

13に過 ぎなかつた。そ して既 陽性者A群 の観察成績か ら13

知 り得 た如 く,本 試験 に用いたA-T.‘ ‘B,,液の力価が

A-T.‘ ‘H,,よ りや,高 過 ぎた よ うに 判 断 され たが,自 然

陽性者の判定に誤りを生じない為等力価の両液を使用す

るならば,本 法に よってBCG陽 転 と鑑別 され る割合は

A-T."B"陽 性者の13よ りなお少な くな るのではないか

と推定 され る。

欄 筆 す るに 当 り,本 研 究 に用 い たA-T.‘ ‘H,,お よび

岡 ‘‘B,,を 快 く御 供 与 下 さ れ た金沢 大 学柿 下 正道 教 授

に 心 が ら感 謝 を捧 げ る｡

(本論丈の要 旨は第30回 日本結核病学会総 会で発表

した。)
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